身体拘束廃止研修：確認テスト（理解度チェック）解答

研修内容を振り返り、以下の問いに○×で答えてください。
	No.
	設問
	答え
	正解

	1
	身体拘束とは、紐やベルトなどの道具を使う場合のみを指す
	 
	×

	2
	厚生労働省は、身体拘束にあたる代表的な行為として11の例を示している
	 
	○

	3
	フィジカルロック・ドラッグロック・スピーチロックを合わせて「三つのロック」と呼ぶ
	 
	○

	4
	身体拘束は、身体的な負担だけでなく、認知症の状態を悪化させることもある
	 
	○

	5
	拘束が例外的に認められるのは、切迫性・非代替性・一時性のうち、いずれか一つを満たせばよい
	 
	×

	6
	やむを得ず拘束を行う場合、三要件を満たすと判断した経緯は記録に残す必要がある
	 
	○

	7
	ご家族が同意していれば、それだけで拘束を行う根拠になる
	 
	×

	8
	「ちょっと待って」「危ないから座って」といった声掛けも、スピーチロックにあたることがある
	 
	○

	9
	拘束を行うかどうかの判断は、担当職員が一人で行ってよい
	 
	×

	10
	身体拘束が起こりやすい場面は事業所によって異なるため、自分たちの現場ではどんな場面で起こりやすいかを、職員同士で定期的に振り返ることが大切である
	 
	○
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